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５月、イベント満載！
　日差しも暖かくなり、行楽シーズンの到来です。また今年は萩
市制施行 70周年という記念すべき年でもあります。ゴールデン
ウィークなど、連休を利用してふるさとでのイベントに参加して
みませんか。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
５
日
間
、今
年
12
回
目
を
数
え
、

伝
統
の
萩
焼
が
一
堂
に
集
結
す
る
「
萩
焼
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
期
間
中
約
７
万
人
の
人
出
と
約
８
千
万
円
の
売

り
上
げ
を
見
込
ん
で
い
る
。

と　
き　
５
月
１
日
（
水
）
〜
５
日
（
祝
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　
市
民
体
育
館
（
販
売
特
設
会
場
）

イ
ベ
ン
ト
内
容

◯
萩
焼
即
売
会
（
萩
焼
窯
元
・
小
売
店
58
社
）
通
常
価
格
の

２
割
程
度
安
く
販
売
。

◯
ロ
ク
ロ
実
演
と
作
陶
指
導
（
午
前
の
部　
午
前
９
時
〜
11

時
・
午
後
の
部　
午
後
１
時
〜
３
時　
１
人
２
０
０
０
円
）

※
当
日
、
会
場
で
受
付
し
ま
す
。

◯
萩
特
産
品
の
即
売

◯
萩
焼
イ
ロ
イ
ロ
展　

出
店
者
の
協
賛
に
よ
り
萩
焼
約

１
０
０
点
を
展
示
。
来
場
者
の
投
票
に
よ
り
、
全
て
を
抽
選

で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◯
エ
ビ
ネ
蘭
の
展
示
即
売
会

問
い
合
わ
せ　
萩
商
工
会
議
所
内
萩
焼
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
０
８
３
８・２
５・３
３
３
３
）、ま
つ
り
期
間
中
は
、

会
場
（
０
８
３
８・２
６・５
６
８
８
）
へ

と　
き　
５
月
３
日
（
祝
）
〜
４
日
（
休
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

※
３
日
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
献
茶
式
が
あ
り

ま
す
。

と
こ
ろ　
萩
城
跡
指
月
公
園
、
旧
厚
狭
毛
利
家

萩
屋
敷
長
屋

内　
容

●
献
茶
式
（
３
日
の
み
）

●
薄
茶
席
（
４
席
）、お
休
み
処（
夏
み
か
ん
ジ

ュ
ー
ス
）

●
琴
・
尺
八
演
奏
（
指
月
公
園
内　
午
前
11
時

〜
、
午
後
１
時
〜
）

●
生
け
花
展
（
旧
福
原
家
書
院
）

茶　
券　
１
席
券
＝
６
５
０
円

お
茶
券
を
購
入
で
特
典
つ
き
！

　
大
茶
会
会
場
内
で
販
売
さ
れ
て
い
る
萩
の
お

茶
菓
子
が
特
別
割
引
価
格
で
購
入
で
き
る
。

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課
内

萩
・
大
茶
会
実
行
委
員
会
事
務
局

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
９
）
へ

第 12回・萩焼まつり

　
Ｊ
Ｒ
山
陰
線
の
展
望
車
付
き
快
速
列

車
「
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
」
が
登
場
。
オ

ー
プ
ン
カ
フ
ェ
タ
イ
プ
の
お
し
ゃ
れ
な

展
望
車
（
一
両
）
が
特
徴
で
、
北
長
門

国
定
公
園
の
美
し
い
海
岸
線
の
旅
が
楽

し
め
る
。
６
月
ま
で
の
毎
週
土
日
と
祝

日
に
東
萩
│
下
関
間
を
１
往
復
す
る
。

平
日
は
団
体
列
車
と
し
て
利
用
で
き

る
。

　

４
両
編
成
で
、
定
員
は
１
２
４
人
。

停
車
駅
は
長
門
市
、川
棚
温
泉
、吉
見
。

下
り
は
東
萩
発
午
前
８
時
45
分
、
長
門

発
９
時
37
分
、
下
関
着
11
時
22
分
。
上

り
は
下
関
発
午
後
２
時
29
分
。
料
金
は

東
萩
│
下
関
間（
片
道
）２
４
０
０
円
。

全
席
指
定
で
乗
車
の
１
か
月
前
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
東
萩
駅

（
０
８
３
８・２
２・０
２
７
１
）

コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー

山
陰
本
線
に
展
望
列
車
！

昨年の萩焼まつり風景
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藩
政
時
代
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和

中
期
に
か
け
て
の
多
く
の
町
家
が
残
さ

れ
て
い
る
浜
崎
を
舞
台
に
、
伝
統
的
な

町
並
み
や
町
内
の
各
家
々
に
伝
わ
る
お

た
か
ら
の
数
々
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

「
浜
崎
伝
建
お
た
か
ら
博
物
館
」
が
、

今
年
も
盛
り
沢
山
の
内
容
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
浜
崎
地
区
は
、
昨
年
11
月
に
、
萩
で

は
堀
内
、
平
安
古
に
つ
い
で
３
番
目
と

な
る
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
伝
建
物
ミ

ニ
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
浜
崎

の
町
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　
き　
５
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
浜
崎
本
町
筋
周
辺

■
見
ど
こ
ろ

【
お
た
か
ら
】

●
高
杉
晋
作
の
手
紙
●
高
島
北
海
の
掛

け
軸
●
鏑
木
清
方
の
掛
け
軸
●
昭
和
天

皇
献
上
の
た
め
作
っ
た
萩
焼
の
吉
田
松

陰
像
●
中
島
治
平
の
資
料
（
伊
藤
博
文

へ
の
英
語
指
導
の
際
に
使
用
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
「
字
突
き
」
等
）
●
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
伝
統
的
建

造
物
群
見
学
ミ
ニ
ツ
ア
ー
（
所
要
時
間

１
時
間
半
、
１
時
間
に
１
回
）
●
伝
統

的
建
造
物
説
明
コ
ー
ナ
ー

【
催
し
】

●
御
船
倉
で
の
大
正
琴
の
演
奏

●
浜
崎
伝
建
な
ん
で
も
雅
楽
多
市

【
お
食
事
処
】

●
雑
魚
場
食
堂
（
海
の
幸
）

●
浜
崎
の
水
産
加
工
品

●
見
島
の
う
に
め
し

●
大
島
の
押
し
寿
司

●
う
ど
ん
、
て
ん
ぷ
ら
ほ
か

問
い
合
わ
せ　
萩
市
都
市
計
画
課
内
浜

崎
伝
建
お
た
か
ら
博
物
館
実
行
委
員
会

事
務
局（
０
８
３
８・２
５・３
１
０
４
）

へ

か
つ
て
の
情
緒
漂
う
浜
崎
を
散
策
し
ま
せ
ん
か

　
夏
み
か
ん
の
花
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
甘
い
香
り
を
身
に
ま
と
い
、
城
下

町
を
散
策
し
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
５
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　
か
ん
き
つ
公
園
（
平
安
古
・

旧
田
中
別
邸
）

内　
容　
◯
夏
み
か
ん
物
産
市　
◯
い

ろ
い
ろ
花
市　
◯
夏
み
か
ん
広
場　
◯

萩
市
春
の
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
表

彰
式
・
萩
椿
ま
つ
り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

表
彰
式　
◯
大
も
ち
ま
き
大
会　
◯
夏

み
か
ん
苗
の
販
売
等

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
９
）
へ

萩
夏
み
か
ん
ま
つ
り

　
今
年
も
、
鉄
人
た
ち
に
よ
る
ス
イ
ム

と
ラ
ン
の
熱
い
闘
い
「
萩
・
菊
ヶ
浜
ア

イ
ア
ン
マ
ン
レ
ー
ス
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
皆
さ
ん
も
萩
の
夏
の
始
ま
り
を
告
げ

る
こ
の
レ
ー
ス
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

と　
き　
６
月
30
日
（
日
）

と
こ
ろ　
菊
ヶ
浜
海
水
浴
場
（
受
付
）

問
い
合
わ
せ　
萩
市
観
光
課
内
萩
・
菊

ヶ
浜
ア
イ
ア
ン
マ
ン
レ
ー
ス
実
行
委
員

会
（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
９
）

萩
・
菊
ヶ
浜

ア
イ
ア
ン
マ
ン
レ
ー
ス

　萩市は、昭和７年７月１日に全国で 114番目、県内で４番目に市制を施行
し、今年はその70周年にあたります。これを記念して、市では様々なイベント、
事業等の記念行事を行います。多くの皆さんの参加をお待ちしています。

ＮＨＫのど自慢・・放映
５月19日に行われる公開録画の様子が６月９日
に放送される予定です。20人の素人歌手が出場。
ゲスト　山本譲二、伍大夏子
放映予定日　６月９日（日）
　　　　　　午後０時 15分〜１時

大相撲萩場所
と　き　10月 26日（土）・27（日）
ところ　萩市民体育館
　総勢 300有余名の大相撲一行により、本場所さながらの雰囲
気を十分に堪能いただきます。横綱・大関はもちろん、幕内・
十両の関取を中心に迫力ある取組をはじめ、本場所では味わえ
ない「初切」・「甚句」など力士を間近にし、国技大相撲の魅力
を十分に楽しんでいただけます。

巡業内容（予定）
８：00　開場〜公開稽古
11：00　序二段、三段目、幕下取
組
13：00　十両土俵入り
13：20　十両取組

13：45　幕内・横綱土俵入り
14：00　幕内取組
15：00　打ち出し（終了予定）

山　
本　
譲　
二

伍　
代　
夏　
子

3 2002年 5月（第 45号）

第
５
回
浜
崎
伝
建
お
た
か
ら
博
物
館



　
確
か
な
こ
と
は
、
毛
利
氏
が
入に
ゅ
う
ぶ部
し
た
頃
の
萩
の

三
角
州
は
北
部
を
の
ぞ
い
て
大
方
芦あ
し
の
生
え
る
沼
地・

湿
地
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
江
戸
中
期
に
出
来
た

と
み
ら
れ
る
史
書
『
長な
が
門と

金き
ん
匱き

』
は
、

　
「
そ
の
節
萩
は
以も
っ

て
の
外ほ
か

田
舎
に
て
川か
わ
か
み上

よ
り
今

の
ご
城
下
ま
で
は
竹ち
く
ぼ
く木
茂
り
・
・
・
往お
う
古こ

た
だ
今
の

田た

町ま
ち

よ
り
東
南
は
水
溜た

ま
り
に
て
・
・
・
」
と
書
く
。

　
江
戸
後
期
の
『
古
老
物
語
』
に
は
こ
う
あ
る
。

　
「
今
の
田
町
通
り
よ
り
南
東
は
皆
沼
に
て
芦あ
し
は
ら原

の

水
溜
ま
り
な
り
。
田
も
聢し
か
じ
か々

な
く
能よ

き
道
も
な
し
。

東
北
の
方
に
当
た
り
萩
村
と
い
ふ
」

　
要
す
る
に
、
開
府
当
時
の
三
角
州
内
で
人
が
住
め

た
の
は
北
東
の
一
角
の
寒か
ん
そ
ん村
萩
と
吉
見
氏
の
隠
居
所

が
あ
る
北
西
部
の
指し
ず
き月

（
独
立
の
地
名
だ
っ
た
）、
あ

と
は
川
島
の
一
隅
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
語
り
伝
え
ら
れ
た
「
以
て
の
外
の
田
舎
」
と
い
う

言
葉
に
、広
島
を
は
じ
め
各
地
か
ら
移
っ
て
き
た
人
々

の
シ
ョ
ッ
ク
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
は
た
だ

北
に
偏か
た
よ
り
す
ぎ
て
辺へ
ん
鄙ぴ

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

防
長
二
国
を
統す

べ
る
城
下
町
を
造
る
に
は
狭
く
低
湿

に
す
ぎ
る
地
だ
っ
た
。

　

築
城
が
始
ま
り
、
工
事
中
の
本
丸
に
毛
利

輝て
る
も
と元

が
あ
わ
た
だ
し
く
入
っ
た
翌
年
の
慶
長
10
年

（
１
６
０
５
）、
早
く
も
藩
は
「
萩
城
下
諸し
ょ
士し

の
宅
地

を
定
」
め
て
い
る
（『
萩
史
料
』）。
こ
れ
で
藩
士
た
ち

へ
の
屋
敷
割
り
は
で
き
た
の
だ
と
、
つ
い
錯
覚
し
そ

う
だ
が
そ
う
で
は
な
い
。

　
こ
の
時
期
、
割
り
振
れ
る
屋
敷
用
地
は
限
ら
れ
て

い
た
。
湿し
つ
じ
ゅ
ん潤
で
な
い
高こ
う
そ
う燥
地
は
三
の
丸
に
な
っ
た

指
月
（
現
在
の
堀
内
）
と
浜
崎
を
ふ
く
む
古ふ
る
は
ぎ萩

地
区

だ
っ
た
ろ
う
。
従
っ
て
、「
諸
士
」
と
は
重
臣
を
中
心

町づくり（上）「三角州の南半分は水
みず
溜
た
まりだった」

萩４００年の物語　第 9 回

　萩の城下町がどのようにして造られたか、分からないことが多い。築城に
ついては記録もあるが、町づくりを語る史料は少ない。特に初めのころがは
っきりしない。デルタの町の４００年の歴史は一面、厳しい水との闘いだっ
たが、肝心の橋本川川筋が江戸時代の始めに付け替えられたのか否か？『萩
市史』を始め多くの資料が、“然

しか

り” としているが、実はあいまいで疑わしい。
萩城は築城当時「沼の城」と呼ばれたが、まさに萩の状況を象徴していた。
水との苦闘を軸に今回と次回は藩

はんせいき

政期における町づくりを見ておきたい。

　
築
城
の
頃
、
萩
は
以も

っ

て
の
外ほ

か

の
田
舎

←

←

←

松
本
川
に
土
手
を
築
き
、
内
側
の
沼
地
・
湿
地
を
営
々

と
埋
め
立
て
、
町
を
造
っ
て
き
た
の
だ
。

　
も
ち
ろ
ん
10
年
や
20
年
で
出
来
た
こ
と
で
は
な
い
。

萩
城
下
町
を
描
い
た
絵
図
な
ど
か
ら
、
城
下
町
が
ほ

ぼ
完
成
の
域
に
達
し
た
の
は
開
府
か
ら
70
年
近
い
後の
ち

の
寛か
ん
ぶ
ん文

年
間
、
完
成
は
１
３
０
年
後
の
元げ
ん
ぶ
ん文

年
間
と

見
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

今
、
萩
市
役
所
や
市
民
館
、
小
学
校
や
高
校
な
ど

が
立
ち
な
ら
ぶ
中
心
部
か
ら
南
が
沼
地
だ
っ
た
こ
と

は
、
戦
後
も
た
く
さ
ん
の
蓮は
す
田だ

が
残
っ
て
い
た
こ
と

で
し
の
べ
る
。
し
か
し
、
な
に
よ
り
歴
然
と
し
て
い

る
の
は
地
図
で
確
認
で
き
る
北
と
南
の
土
地
の
高
低

差
す
な
わ
ち
海
抜
・
標
高
の
差
で
あ
る
。

　
縮
尺
２
５
０
０
分
の
１
「
萩
市
都
市
計
画
図
」
を

見
る
と
、
一
番
高
い
の
は
北
古
萩
、
保ほ

福ふ
く

寺じ

（
廃
寺
、

海
潮
寺
に
合
併
）
の
墓
地
で
９・４
㍍
。
低
い
方
は
１

㍍
前
後
の
と
こ
ろ
が
平
安
古
の
田
地
な
ど
数
か
所
に

あ
り
、
そ
の
差
は
８
㍍
を
超
え
て
い
る
。

　
こ
れ
程
の
差
は
な
く
て
も
、「
坂
こ
れ
無
く
平
地
」

（『
防
長
風
土
注
ち
ゅ
う
し
ん
あ
ん

進
案
』）
と
見
え
る
萩
も
、
総
じ
て

意
識
し
な
い
。
だ
が
、
何
十
年
か
に
一
度
、
低
地
は

恐
ろ
し
い
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
萩
の
人
た
ち
が
こ
れ
と
ど
う
闘
っ
た
か
は
次
回
に

語
る
と
し
て
、
水
に
関
す
る
元げ
ん
き
ょ
う凶
と
み
て
い
い
デ

ル
タ
南
の
橋
本
川
が
藩は
ん
し
ょ初
、
川
筋
を
付
け
替
え
た
の

か
ど
う
か
に
触
れ
た
い
。

　
諸
資
料
は
『
八や

江え

萩は
ぎ

名め
い

所し
ょ

図ず

画え

』
を
の
ぞ
き
「
古ふ
る

川か
わ
筋す
じ
の
付
け
替
え
と
、
河
口
掘
り
切
り
の
大
工
事
が

行
わ
れ
た
」（『
萩
市
史
』）
と
し
て
い
る
。「
古
川
筋
」

と
は
「
川
上
よ
り
の
流
水
、
蛍け
い

下か

山ざ
ん

の
下
よ
り
南な
ん

明み
ょ
う

寺じ

の
麓ふ
も
と

、小こ

松ま
つ

江え

の
方
へ
行
き
て
桜
江
へ
出
る
」

（『
萩
古こ

実じ
つ
未
定
之
覚お
ぼ
え
』）
流
れ
。

　

筆
者
は
こ
の
「
古
川
筋
」
を
歩
い
て
み
て
、
ほ
ぼ

記
述
ど
お
り
の
線
で
現
在
も
農
業
用
水
路
が
流
れ
て

い
る
の
を
確
認
し
た
。『
萩
市
史
』
が
慶け
い
あ
ん安

絵え

図ず

で

古
川
筋
の
痕
跡
と
見
立
て
る
半
月
形
の
水
溜
ま
り
よ

り
ず
っ
と
南
寄
り
で
あ
る
。

　
紙
数
の
関
係
で
詳
述
で
き
な
い
が
、
筆
者
は
い
く

つ
か
の
理
由
で
、『
八
江
萩
名
所
図
画
』
の
い
う
「
世

に
古
川
筋
と
い
う
説
あ
れ
ど
た
が
え
り
（
違
う
）。
そ

　
城
下
町
の
完
成
に
は
百
年
を
要
し
た

三
角
州
内
、
最
大
標
高
差
は
８
ｍ
こ
え
る

　
橋
本
川
の
川
筋
は
本
当
に

　
　
　
　
　
　
付
け
替
え
ら
れ
た
か

萩の城下町が完成の域に達したといわれる寛
かんぶん
文

年間作成の絵図（萩市郷土博物館蔵）

萩デルタの南を流れる現在の橋本川（橋本橋より
西を望む）。突き当たった河

こうぞえ

添の所で南に大きく曲
がっている。昔は土手が低かった。←

←
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豊
か
な
街
、
人
口
38
万
人
の
江
東
区
を

エ
リ
ア
と
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社

で
す
。
本
格
的
な
テ
レ
ビ
デ
ジ
タ
ル
時

代
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
時
代
に
入
り
、

地
域
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
を
担
い
な

が
ら
、
一
方
で
は
業
界
の
め
ま
ぐ
る

し
い
変
動
に
対
応
し
て
、

今
後
の
経
営
の
進
路
を

ど
う
見
出
す
か
、
難
し

い
経
営
判
断
を
も
迫
ら

れ
て
い
る
日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
以
前
の
会
社
と

違
っ
て
仕
事
柄
、
地
域
、

住
民
と
の
交
流
も
多
く
、

人
情
味
あ
る
多
く
の
人

と
の
付
き
合
い
の
中
で
、

楽
し
く
、
業
務
に
従
事

し
て
い
ま
す
。

も
い
く
つ
か
の
役
を
引
き
受
け
て
お

り
、
新
た
に
引
き
受
け
た
地
元
女
子
高

校
の
評
議
委
員
と
し
て
、
生
徒
達
に
松

陰
先
生
の
教
え
、
多
く
の
偉
人
を
輩
出

し
た
萩
の
土
壌
を
少
し
で
も
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
東
京
指
月
会
に
つ
い
て
も
、
昨

年
日
坂
先
輩
か
ら
幹
事
長
を
引
き
継
ぎ

ま
し
た
の
で
、
同
郷
の
方
々
の
交
流
の

場
と
し
て
、
さ
ら
に
意
義
あ
る
、
楽
し

い
会
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
東
京
指
月
会
は
10
月
19

日
（
土
）
を
予
定
し
、
既
に
幹
事
は
準

備
を
始
め
て
い
ま
す
。

昭
和
38
年
萩
高
校
卒
（
15
期
）。

昭
和
42
年
中
央
大
学
法
学
部
を
卒
業

し
、
株
式
会
社
フ
ジ
ク
ラ
に
入
社
。
平

成
12
年
東
京
ベ
イ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
代

表
取
締
役
社
長
。
現
在
日
本
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
連
盟
東
京
支
部
副
支
部
長
、
東

京
指
月
会
幹
事
長
。

会
社
は
東
京
都
江
東
区
塩
浜
に
あ
り
、

千
葉
県
習
志
野
市
在
住
。

に
一
部
の
上
中
級
武
士
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

後
年
、
そ
れ
ぞ
れ
２
、３
０
０
軒
の
侍
さ
む
ら
い

屋
敷

が
た
ち
な
ら
ん
だ
平ひ
　
や
　
こ
安
古
（
古
く
は
湖
）、
江え
む
か
い向
、

土ひ
じ
わ
ら原
さ
ら
に
川
島
も
河こ
う
ぞ
え添
も
三
角
州
南
部
の
地
名
は

す
べ
て
水
に
因ち

な

ん
で
い
る
。
先
人
た
ち
は
橋
本
川
と

▶
開か

い

府ふ

当
時
の
萩
の
様

子
を
記
し
て
い
る
史
書

『
長な

が

門と

金き
ん

匱き

』。
天て

ん

保ぽ
う

５
年

（
１
８
３
４
）の
筆ひ

っ

写し
ゃ

本ぼ
ん（
萩

市
立
図
書
館
蔵
）

←

←

　ズーム
　 アップ・・

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

鹿

野

俊

二
氏

（
昭
和
38
年
萩
高
卒
）

東
京
ベ
イ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
代
表
取
締
役
社
長

　
萩
の
景
観
は
、
町
並
み
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
海
が
き
れ
い
で
、
特
に
夕
暮

れ
時
に
眺
め
る
笠
山
山
頂
か
ら
の
海
に

浮
か
ぶ
島
々
は
、
全
国
ど
こ
の
景
色
よ

り
も
素
晴
ら
し
く
、
萩
に
帰
る
と
必
ず

立
ち
寄
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
ま
た
一
人

で
早
朝
、
自
転
車
、
徒
歩
で
菊
ヶ
浜
、

堀
内
、
江
向
な
ど
を
散
歩
す
る
の
も
楽

し
み
の
一
つ
で
す
。

　
学
生
時
代
に
、
住
吉
祭
り
の
御
船
を

引
く
人
が
い
な
く
、
ク
ル
マ
牽
引
に
な

っ
て
い
た
も
の
を
地
元
文
化
に
接
す
る

一
つ
と
し
て
、
帰
省
し
た
学
生
仲
間
を

募
っ
て
、汗
を
流
し
な
が
ら
引
っ
張
り
、

市
民
と
一
緒
に
お
祭
り
気
分
を
味
わ
っ

た
思
い
出
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
、

今
日
も
高
校
生
を
中
心
と
し
て
継
承
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

萩
の
活
性
化
が
話
題
に
な
り
ま
す

が
、
決
し
て
地
域
的
に
不
利
な
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
は
思
わ
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
の

情
報
化
時
代
、
ど
こ
に
い
て
も
情
報
は

取
れ
る
し
、
発
信
で
き
る
。
要
は
、
い

か
に
萩
を
活
性
化
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を

見
出
す
か
が
大
事
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
萩
を
離
れ
た
者
も
一
緒
に
な
っ
て
考

え
、
提
案
し
て
い
く
制
度
が
必
要
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
機
会
も
考

え
て
欲
し
い
。
多
く
の
人
も
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
、
私
も
郷
土
の
歴
史
、
文
化

に
誇
り
を
持
ち
、
事
あ
る
ご
と
に
萩
の

良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
松
陰
先
生
の
誕
生
地
に
、
私
の
好
き

な
歌
が
あ
る
。「
萩
に
来
て　

ふ
と
お

も
へ
ら
く　
い
ま
の
世
を　
救
は
む
と

起
つ　
松
陰
は
誰
」（
歌
人
・
吉
井
勇
）

　
誰
に
も
負
け
な
い
ほ
ど
萩
の
街
を
愛

し
、歴
史
観
を
持
っ
た
私
の
母
（
光
子
）

は
、
今
年
２
月
に
88
歳
の
天
寿
を
全
う

し
ま
し
た
。
そ
の
遺
志
を
私
も
受
け
継

い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
世

話
好
き
だ
っ
た
母
譲
り
の
せ
い
か
、
私

田
町
の
線
あ
た
り
か
ら
北
へ
緩
や
か
に
登
り
を
な
し

て
い
る
。
江
向
や
土
原
の
海
抜
は
お
お
む
ね
２
〜
2.5

㍍
。
こ
れ
に
対
し
堀
内
は
４
㍍
前
後
で
５
㍍
近
い
所

も
少
な
く
な
い
。

　
人
々
は
普
段
、
こ
の
標
高
差
が
何
を
も
た
ら
す
か

は
橋
本
川
は
往お
う
じ
ゃ
く昔
よ
り
あ
り
」
の
方
が
正
し
い
と

考
え
て
い
る
。
わ
ざ
わ
ざ
巨
費
の
か
か
る
大
工
事
を

し
洪
水
が
起
き
や
す
い
曲
が
り
く
ね
っ
た
川
筋
に
付

け
替
え
る
は
ず
は
な
い
か
ら
だ
。　　
　
　
（
つ
づ
く
）

郷
土
史
家　
北
村　
友
紀

萩
の
思
い
出

萩
に
思
う
こ
と

　

母
の
こ
と
、

東
京
指
月
会

　
電
線
メ
ー
カ
ー
か
ら
、
４
年
前
に
い

ま
の
会
社
に
出
向
し
て
い
ま
す
。
会
社

は
東
京
の
東
南
に
位
置
し
、
都
心
に

あ
り
な
が
ら
深
川
と
い
う
下
町
情
緒

私
の
近
況
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付
け
さ
れ
た
漁
船
か
ら
運
ば
れ
る
新
鮮

な
お
魚
は
、
ト
ロ
箱
に
し
て
約
20
箱
単

位
が
広
い
場
内
に
何
列
も
並
べ
ら
れ
、

そ
の
列
ご
と
に
セ
リ
人
と
仲
買
人
の
集

団
が
、掛
け
声
と
共
に
移
動
し
て
い
く
。

こ
の
日
の
メ
イ
ン
は
何
と
言
っ
て
も
こ

れ
か
ら
旬
に
入
る
瀬
付
き
ア
ジ
。
同
じ

く
旬
に
入
る
イ
サ
キ
、そ
の
他
真
サ
バ
、

マ
ダ
イ
、
ヒ
ラ
マ
サ
、
マ

イ
カ
、
甲
イ
カ
、
子
持
ち

カ
レ
イ
な
ど
、
約
30
種
程

度
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

　
こ
の
新
魚
市
場
の
特
色
は
、
セ
リ
場

の
面
積
が
約
６
３
０
０
㎡
と
そ
の
規
模

の
大
き
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
最
新

の
衛
生
対
応
型
市
場
で
あ
る
こ
と
。
荷

捌
き
所
と
セ
リ
場
に
段
差
を
つ
け
て
車

両
の
乗
り
入
れ
を
制
限
し
た
ほ
か
、
入

場
の
際
に
は
車
両
の
タ
イ
ヤ
消
毒
や
仲

買
人
の
靴
底
消
毒
な
ど
、
衛
生
管
理
を

強
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
の
水
産
物

産
地
市
場
統
合
方
針
に
基
づ
く
市
場
施

設
整
備
の
第
１
号
と
し
て
も
注
目
を
集

め
て
い
る
。
新
市
場
の
総
工
費
は
約

12
億
円
、
既
に
稼
働
を
開
始
し
て
い
る

製
氷
冷
蔵
施
設
と
、
水
産
物
の
販
売
拠

点
と
し
て
昨
年
４
月
に
開
業
し
た
、
道

の
駅
『
萩
し
ー
ま
ー
と
』
と
と
も
に
、

萩
の
新
し
い
水
産
流
通
拠
点
と
し
て
の

整
備
が
新
市
場
の
開
場
で
完
了
し
た
。

で
い
る
。
そ
の
間
、
岸
壁
に
は
次
々
と

漁
船
が
到
着
、
漁
獲
し
た
お
魚
の
選
別

作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
魚
体
の
サ
イ

ズ
ご
と
に
手
作
業
で
選
別
さ
れ
、
次
々

と
ト
ロ
箱
に
詰
め
ら
れ
て
い
く
。
選
別

作
業
を
黙
々
と
行
う
人
達
に
、
意
外
に

も
若
者
と
女
性
が
多
い
の
が
印
象
的
だ

っ
た
。

　
市
場
の
別
の
一
角
で
は
ウ
ニ
の
セ
リ

が
始
ま
っ
た
。
生
産
者
ご
と
に
積
上

新
魚
市
場
ラ
イ
ブ
取
材

山
口
は
ぎ
水
産
物
地
方
卸
売
市
場

阿
武
・
萩
地
区
の
８
つ
の
魚
市
場
を
統
合
し
、
４
月
１
日・

開
場

で
い
る
。
活
魚
セ
リ
場
の
奥
に
は
、
巨

大
な
蓄
用
水
槽
が
設
置
さ
れ
、
時し

け化
な

ど
で
漁
獲
が
少
な
い
時
も
対
応
が
可
能

と
い
う
。
一
般
の
人
は
入
場
で
き
な
い

が
、
こ
の
活
魚
イ
ケ
ス
は
魚
種
も
多
く

ま
る
で
水
族
館
の
よ
う
、
子
供
達
が
見

た
ら
さ
ぞ
喜
ぶ
だ
ろ
う
。

　
セ
リ
人
・
仲
買
人
の
集
団
の
中
で
腕

組
み
を
し
な
が
ら
取
引
を
見
守
る
市
場

長（
古
谷
宇
一
氏
）の
姿
を
見
つ
け
た
。

「
旧
市
場
で
は
セ
リ
の
開
始
時
間
が
午

前
４
時
で
し
た
が
、
遠
隔
の
大
都
市
市

場
や
大
手
流
通
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

新
市
場
で
は
一
番
セ
リ
を
午
前
２
時
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
分
散
し
て
い
た
市

場
を
統
合
す
る
こ
と
で
一
元
集
荷
を
実

現
、
魚
種
の
豊
富
さ
・
量
と
も
飛
躍
的

に
向
上
し
ま
し
た
。
ま
だ
ス
タ
ー
ト
し

た
ば
か
り
な
の
で
、
課
題
は
一
杯
あ
り

ま
す
が
、
日
々
改
善
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」（
談
）

活
魚
の
セ
リ
場
。
小
分
け
し
た
水
槽
に

20
種
程
度
の
活
魚
が
泳
い
で
い
る

セリを見守る市場長・古谷宇一氏（写真中央）

セリ人の威勢の良い掛け声が場内に響く

市場の岸壁に横付けされた漁船からピチピチのお魚が
次々と水揚げされる

活
魚
の
セ
リ
場
も
充
実

最
新
の
衛
生
対
応
型
市
場

　
午
前
２
時
、
威
勢
の
良
い
セ
リ
人
の

掛
け
声
で
、
一
番
セ
リ
が
始
ま
っ
た
。

ト
ロ
箱
に
山
盛
り
積
ま
れ
た
瀬
付
き
ア

ジ
や
真
サ
バ
が
、
次
々
に
セ
リ
落
と
さ

れ
て
い
く
。
取
材
当
日
の
仲
買
人
の
人

数
は
約
１
５
０
人
。
市
場
の
岸
壁
に
横

北
浦
地
区
の
魚
を
一
元
集
荷

げ
ら
れ
た
板
ウ
ニ
の
セ

リ
台
を
取
り
囲
ん
だ
多

く
の
仲
買
人
が
覗
き
込

む
よ
う
に
品
定
め
。
単

価
の
高
い
商
品
だ
け
に
、

取
扱
い
も
宝
石
箱
を
扱

う
よ
う
に
丁
寧
だ
っ
た
。

市
場
の
一
番
奥
手
が
活

魚
の
セ
リ
場
と
な
っ
て

い
る
。
最
新
の
殺
菌
ろ

過
装
置
を
備
え
た
イ
ケ

ス
に
、
活
き
の
良
い
マ

ダ
イ
、
ヒ
ラ
メ
、
ト
ラ

フ
グ
、
ハ
タ
な
ど
料
亭

直
行
の
高
級
魚
が
泳
い
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萩
市
の
西
部
・
木
間
地

区
に
、
３
月
31
日
に
Ｊ
Ａ
萩

市
、
山
口
県
酪
、
萩
見
蘭
牧

場
の
３
事
業
者
に
よ
る
木

間
畜
産
団
地
が
完
成
し
た
。

こ
の
う
ち
、
萩
市
堀
内
の

㈱
み
ど
り
や
が
運
営
す
る

萩
見
蘭
牧
場
は
平
成
13
年

４
月
か
ら
す
で
に
事
業
を

開
始
、『
見
島
牛
』
の
肥
育

を
行
っ
て
い
る
。
今
回
は
、

㈱
み
ど
り
や
専
務
取
締
役

　

藤
井
照
雄
氏
に
お
話
を

お
聞
き
し
た
。

　

以
前
は
こ
こ
堀
内
に
牧

場
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

市
街
地
と
い
う
こ
と
も
あ

り
も
っ
と
広
い
環
境
の
良

い
場
所
に
牧
場
用
地
を
求
め
て
い
た
と

こ
ろ
、
平
成
７
年
頃
に
国
の
畜
産
基
盤

再
編
総
合
整
備
事
業
を
利
用
し
、
木
間

地
区
に
て
牧
場
整
備
を
行
う
話
が
持
ち

上
が
り
ま
し
た
。
昨
年
の
４
月
に
完
成

し
、現
在
、見
島
牛
34
頭・見
蘭
牛
（
見

島
牛
と
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
を
掛
け
合
わ
せ

た
新
種
）
21
頭
の
合
計
55
頭
を
肥
育
中

で
す
。
ご
存
知
の
通
り
、
見
島
牛
は
和

牛
の
ル
ー
ツ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当

時
の
見
島
に
は
５
０
０
頭
程
度
が
飼
育

さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
昭
和
30
年
代

に
は
33
頭
ま
で
減
少
、
現
在
は
１
０
０

頭
程
度
ま
で
回
復
し
て
い
ま
す
。
萩
見

蘭
牧
場
で
は
、見
島
の
生
産
農
家
か
ら
、

年
間
で
15
頭
程
度
の
去
勢
し
た
オ
ス
子

牛
を
買
い
取
り
、
肥
育
し
て
い
ま
す
。

　

通
常
の
肉
牛
の
場
合
、
生
後
８
ヶ

月
、
体
重
約
２
８
０
kg
の
子
牛
を
買
取

り
、
そ
れ
か
ら
約
20
か
月
肥
育
し
て

７
５
０
kg
程
度
で
出
荷
す
る
の
が
普
通

で
す
が
、
見
島
牛
は
な
か
な
か
太
り
ま

せ
ん
。
生
後
10
か
月
で
約
１
６
０
kg
の

子
牛
に
、
そ
れ
か
ら
32
か
月
肥
育
し
て

５
５
０
〜
６
０
０
kg
で
出
荷
し
ま
す
の

で
、
普
通
の
肉
牛
に
比
べ
２
倍
近
い
労

力
と
コ
ス
ト
、
そ
し
て
時
間
を
掛
け
て

育
て
て
い
ま
す
。
肉
牛
と
し
て
は
極
め

て
生
産
効
率
の
悪
い
見
島
牛
で
す
が
、

そ
の
分
肉
質
は
優
秀
で
、
細
か
い
サ
シ

の
入
っ
た
霜
降
り
肉
は
ま
さ
に
最
高
品

質
と
呼
べ
ま
す
。
現
在
は
ま
だ
月
に
１

〜
２
頭
の
出
荷
で
、
予
約
注
文
を
こ
な

す
の
が
や
っ
と
、
な
か
な
か
店
頭
に
並

べ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
行
き
ま
せ
ん
が
、

今
後
肥
育
数
を
増
や
し
て
需
要
に
応
え

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
、
見
島
牛
の
優
秀
な
肉

質
を
生
か
し
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
等
の
加
工

品
の
試
作
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

豚
肉
と
違
っ
て
牛
肉
の
加
工
は
加
熱
処

理
時
に
脂
の
遊
離
が
あ
り
、
非
常
に
難

し
い
の
で
す
が
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
よ
う
や
く
試
作
品
を
完
成
さ
せ
た
と

こ
ろ
で
す
。
今
年
の
12
月
頃
に
は
発
売

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
観

光
客
の
方
々
に
も
工
房
を
一
部
解
放
し

て
、
牛
肉
加
工
品
を
自
作
し
て
頂
け
る

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
も
検
討
中
で
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
見
島
牛
を
萩
の
名
産

品
と
し
て
全
国
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
談
）

　

㈱
み
ど
り
や
は
、
見
島
牛
の
専
用

牧
場
で
の
肥
育
・
販
売
が
評
価
さ
れ
、

２
０
０
１
年
度
優
良
食
品
店
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
日
本
経
済
新
聞
本
社
社
長
賞
を

受
賞
し
て
い
る
。

◆
見
島
牛
・
見
蘭
牛
の
お
問
合
せ
は

㈱
ミ
ド
リ
ヤ　
電
話

０
８
３
８・
２
５・
１
２
３
２　

ま
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
ネ
ッ
ト
販
売

も
実
施
し
い
る
。http

://w
w
w
.

m
ishim

aushi.com
/

萩
見け

ん
　
ら
ん蘭

牧
場
で
は
、『
見
島
牛
』
を
肥
育
中

木間畜産団地が完成

（株）みどりや専務取締役　藤井照雄氏

萩見蘭牧場　
広大な畜産団地の入口に近い一角に、２棟の牛舎と草地が広がる

見
島
牛　
普
通
の
肉
牛
と
比
較
す
る
と

小
振
り
だ
が
、
ど
っ
し
り
と
し
た
感
じ

が
す
る

▼

見
島
牛
の
肥
育

見
島
牛
は
晩
熟

見
島
牛・

の
食
肉
加
工
品
も

試
作
品
完
成

見
島
牛
を
萩
の
名
産
品
と
し
て
全
国
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
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萩
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
と
は
、
萩
市

内
に
あ
る
庭
園
（
個
人
所
有
の
も
の
を

含
む
）
を
一
般
に
開
放
し
、
観
光
客
や

市
民
の
方
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と

い
う
も
の
。

　
萩
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
主
催
者
で

あ
る
吉
井
貞
夫
（
南
片
河
町
）
さ
ん
か

ら
「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
構
想
」
が
企

画
立
案
さ
れ
、
各
市
内
庭
園
所
有
所
へ

働
き
か
け
を
行
い
、
こ
れ
に
賛
同
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
よ
り
、
今
回
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
吉
井
さ
ん
は
萩
へ
Ｕ
タ
ー

ン
さ
れ
現
在
畔ほ

と
り

亭て
い

と
い
う
喫
茶
店
を

経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
畔
亭
も
和
風
庭

園
が
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
ひ

と
つ
。

総貯水量は 12万 5000 ㎥、ダムサイトにはアクセントと
して、見島名物「鬼よーず」もタイルで再現され、周辺に
は憩いの場となるダム公園が整備されました。一年後には
浄水場も完成予定で、１日あたり 200㎥の水道用水を全島
民に供給可能となります。
　これにより、水洗トイレの設置も可能となり、島の生活
環境が大幅に改善され、新しい海洋レジャー基地としての
機能も高まると期待されています。

　
旧
田
中
別
邸
の
敷
地
内
に
あ
る
、
か

ん
き
つ
公
園
は
、
禄
を
失
っ
た
士
族
救

済
の
た
め
に
小
幡
高
政
が
夏
み
か
ん
栽

培
を
始
め
た
夏
み
か
ん
発
祥
の
地
。
広

い
敷
地
に
夏
み
か
ん
、
八
朔
、
甘
夏
な

ど
10
種
類
約
３
７
０
本
が
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
か
ん
き
つ
公
園
は
、
萩
オ
ー
プ
ン
ガ

ー
デ
ン
に
も
参
加
し
て
お
り
４
月
か
ら

夏
み
か
ん
庭
園
と
し
て
開
放
さ
れ
て
い

ま
す
。
５
月
12
日
の
日
曜
に
は
、
当
公

園
に
て
「
萩
・
夏
み
か
ん
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

旧
田
中
別
邸
・
か
ん
き
つ
公
園

萩
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
開
催

見島に島民悲願のダムが完成

　萩市沖合い 45㎞の日本海に浮かぶ孤島「見島」の島民
悲願のダムが完成し、３月 26日、現地で完工式は行われ
ました。
　島で一番大きい大

おおや
谷川の度重なる洪水による家屋浸水や

農地の冠水、夏場には塩分も混じる簡易水道・・・「美味
しい水を飲めるのが夢だった」と島民たちはダムの完成を
喜んでいます。
　堤高 31ｍ、堤長 300 ｍの重力式コンクリートダムで、

と　

き　

５
月
11
日(

土)

〜
19
日(

日)

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
庭
園
に
よ
っ
て
は
、
開
館
、
閉
館
時

間
が
異
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ　
萩
市
内
19
か
所
の
庭
園

大
照
院
、
口
羽
邸
、
指
月
公
園
、
旧
山

本
邸
、
端
坊
、
俥
宿
天
十
平
、
畔
亭
、

北
門
屋
敷
、
大
島
邸
、
田
虎
邸
、
旧
湯

川
家
、
桂
太
郎
旧
宅
、
堀
田
邸
、
大
石

邸
、
旧
田
中
別
邸
、
滝
口
邸
、
富
士
通

萩
臨
海
荘
、
東
光
寺
、
萩
本
陣

入
場
料　
無
料
（
た
だ
し
大
照
院
、
指

月
公
園
、
東
光
寺
、
萩
本
陣
は
２
０
０

円
必
要
）

問
い
合
わ
せ　

畔
亭
（
吉
井
）

０
８
３
８・２
２・１
７
５
５

82002年 5月（第 45号）



　

萩
の
ブ
ラ
ン
ド
魚
種
の
筆
頭
格
に
あ

げ
ら
れ
る
の
が
、
瀬
付
き
ア
ジ
で
す
。

通
常
の
回
遊
性
の
マ
ア
ジ
と
は
違
い
、

萩
沖
に
点
在
す
る
天
然
岩
礁
に
住
み
着

い
た
定
着
性
の
種
類
で
す
。
岩
礁
帯
が

育
む
豊
富
な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
藻
類
を

食
べ
て
育
つ
瀬
付
き
ア
ジ
は
、
ぽ
っ
て

り
と
よ
く
肥
え
て
お
り
、
上
質
の
脂
が

乗
っ
て
最
高
品
質
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
３
月
の
下
旬
か
ら
巻
網
が
解
禁
と

な
り
、
４
月
の
走
り
の
時
期
を
経
過
し

て
５
月
か
ら
が
旬
の
盛
り
と
な
り
ま
す
。

今
年
は
解
禁
当
初
か
ら
順
調
な
漁
獲
が

続
き
、
品
質
も
良
く
、
価
格
も
安
定
し

て
い
ま
す
。
現
在
の
価
格
は
、
一
番
美

味
し
い
25
セ
ン
チ
程
度
の
中
型
が
１
尾

１
５
０
円
〜
２
０
０
円
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と

（
０
８
３
８・２
４・４
９
３
７
）
な
ど
で

は
、
現
地
価
格
＋
送
料
で
産
地
直
送
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
。

萩
の
瀬
付
き
ア
ジ

瀬
付
き
ア
ジ
の
お
刺
身
（
４
人
前　

瀬

付
き
ア
ジ
中
型
４
尾
・
薬
味
は
お
好
み

で
）　
ゼ
イ
ゴ
と
呼
ば
れ
る
堅
い
鱗
と
内

臓
を
取
り
、
３
枚
下
ろ
し
に
し
ま
す
。

サ
ク
の
状
態
に
な
っ
た
片
身
か
ら
皮
を

包
丁
で
剥
ぎ
、
７
㎜
幅
程
度
の
お
造
り

に
し
ま
す
。
山
葵
醤
油
が
普
通
で
す
が
、

レ
モ
ン
醤
油
・
シ
ョ
ウ
ガ
醤
油
、
ま
た

は
ポ
ン
酢
に
ア
サ
ツ
キ
の
コ
ン
ビ
も
爽

や
か
で
お
勧
め
で
す
。

　

地
元
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、
刺

身
で
召
し
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
タ
タ

キ
や
塩
焼
き
に
し
て
も
、
旬
の
瀬
付
き

ア
ジ
の
味
わ
い
は
堪
能
で
き
ま
す
。
ま

た
、
瀬
付
き
ア
ジ
の
一
夜
干
も
萩
名
物

と
し
て
有
名
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

港
に
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な
瀬
付
き
ア

ジ
を
、
そ
の
日
の
内
に
一
夜
干
し
に
加

工
、
超
低
温
急
速
冷
凍
で
鮮
度
保
持
し

て
出
荷
し
て
い
ま
す
。
ア
ジ
は
も
と
も

と
身
の
柔
ら
か
い
お
魚
で
す
が
、
一
夜

干
に
す
る
こ
と
で
身
が
締
ま
り
、
さ
ら

に
旨
み
成
分
の
ア
ミ
ノ
酸
が
遊
離
し
て

美
味
し
さ
が
一
段
と
引
き
出
さ
れ
ま
す
。

【
お
勧
め
メ
ニ
ュ
ー
】

い
よ
い
よ
本
命
登
場
！
萩
の
瀬
付
き
ア

ジ
が
旬
に
入
り
ま
し
た
。

刺
身
・
塩
焼
き
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
、
一
夜

干
も
お
勧
め

上
田
豊
治
さ
ん・・

ア
ト
リ
エ
オ
ー
プ
ン

　自閉症を克服しながら切り
絵作家として活躍している萩
市中小畑の上田豊治さん（32
歳）が、唐樋町の古い民家を
借りてアトリエを兼ねた作品
展示場「とよの庵」をオープ
ンさせた。
　展示室には萩の風景や季節
の草花の作品が並んでいる。
　「頑張りますので遊びに来て
ください」と上田さん。
展示室：毎週火・木・土曜日（土
曜日は第一、第三のみ）
午前 10時〜午後５時まで
場所：萩市唐樋町 68 −２津田
様方　萩バスセンターから徒
歩２分（萩っ子の近く）

R E V I E W

萩の伝統産業  
　“萩” の伝統産業として水産加工品製造は今でも盛ん。今回は、萩市浜崎に
ある創業明治元年の老舗㈲大つちの加工場を取材、瀬付きアジの一夜干が出
来るまでをカメラで追ってみました。

①下拵えは、両開きと呼ばれる方法で、
エラと内臓を手早く除去する。１匹あた
りの処理時間は７秒でした。

②水洗いして血合いや内蔵のカスを除去
したアジを塩水に漬け込む。濃度は季節
と魚体サイズで微妙に違う。

③塩水から上げたアジを、きれいな地下
水で洗浄、さらに仕上げとして、低濃度
の塩水をくぐらせる。

④冷風乾燥機にて約 45分乾燥させる。ア
ジが漁港に上がって、一夜干の出来上が
りまで、何と５時間。

★プレゼントのお知らせ
㈲大つちのご好意により、瀬付きアジ開き 10尾セットを抽選で 10名様にプレ
ゼントします。応募は萩ネットワーク協会宛に官製ハガキでお申込みください。
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同窓会だより

　

73
人
出

席
。
昨
年

11
月
の
伊

藤
豊
章
前

会
長
（
Ｎ

Ｔ
Ｎ
株
式

会
社
社
長
）

の
死
去
に

伴
い
、
次

期
会
長
と

し
て
中
山

光
夫
氏（
現

事
務
局
、
萩
高
４
期
卒
）
に
決
定
し
ま

し
た
。

　
乾
杯
の
音
頭
は
、
隆　
浩
道
氏
が
さ

れ
、
戦
時
中
の
卒
業
の
思
い
出
を
語
ら

れ
ま
し
た
（
萩
中
40
期
、昭
和
15
年
卒
、

79
歳
）。

　
事
務
局
は
、
中
山
光
夫

☎
０
６・６
４
５
８・６
０
０
８

　
県
が
萩
市
内
に
計
画
を
進
め
て
い
る

明
治
維
新
館
の
基
本
構
想
を
検
討
す
る

懇
話
会
の
会
合
が
３
月
16
日
、
山
口
市

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

明
治
維
新
館
は
明
治
維
新
を
調
査
、

研
究
し
、
関
連
資
料
を
展
示
す
る
施
設

で
政
治
史
的
な
面
だ
け
で
な
く
、外
交
、

文
化
、
風
俗
な
ど
様
々
な
側
面
か
ら
学

際
的
な
研
究
を
す
る
施
設
で
す
。

　
立
地
候
補
地
は
、
松
陰
神
社
に
近
い

松
本
地
区
に
整
備
中
の
陶
芸
の
村
公

園
、
市
民
球
場
が
あ
る
中
心
部
の
中
央

　
阿
東
町
を
除
く
阿
武
郡
と
萩
市
の
１

市
３
町
４
村
の
合
併
効
果
な
ど
を
検
討

す
る
萩
広
域
市
町
村
合
併
調
査
研
究
会

が
２
月
19
日
、
合
併
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
調
査
の
報
告
書
を
公
表
し
ま
し
た
。

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
域

と
し
て
財
政
基
盤
の
確
立
、
人
件
費
の

削
減
の
た
め
将
来
、
合
併
は
避
け
て
通

れ
な
い
課
題
と
し
な
が
ら
も
、
公
共
投

資
の
地
域
間
格
差
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
の
恐
れ
な
ど
問
題
点
も
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。

　
人
件
費
削
減
で
は
10
年
間
で
87
億
円

の
削
減
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
合
併
後
の
人
口
は
６
万
６
３
０
０

人
（
00
年
10
月
現
在
）
で
、
面
積
は

８
１
５
平
方
㎞
。
合
併
に
よ
っ
て
行
財

　

開
学
４
年
目
と
な
り
、

日
本
人
や
ア
ジ
ア
か
ら
の

留
学
生
た
ち
が
学
ぶ
萩
国

際
大
学
で
４
月
10
日
、
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
出
席
し
た
新

入
生
は
、
日
本
人
の
他
、

既
に
入
国
し
て
い
る
韓
国

や
中
国
か
ら
の
留
学
生
ら

総
勢
１
０
５
人
。
中
国
人

留
学
生
の
１
０
６
人
が
、

パ
ス
ポ
ー
ト
や
ビ
ザ
の
取

得
の
遅
れ
か
ら
入
学
式
に

間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

同
大
学
に
よ
る
と
、
今

年
度
の
入
学
予
定
者
は

日
本
人
37
人
、
中
国
人

政
基
盤
が
強
化
さ
れ
、
国
か
ら
の
多
額

の
財
政
支
援
を
受
け
て
新
し
い
街
づ
く

り
が
可
能
で
す
。

　
一
方
で
「
公
共
投
資
が
中
心
部
に
偏

っ
て
地
域
格
差
が
生
じ
る
」「
議
員
削

減
で
住
民
の
意
見
が
行
政
に
反
映
さ
れ

に
く
く
な
る
」「
財
政
状
況
に
格
差
が

あ
る
た
め
、
合
併
に
不
利
な
自
治
体
が

出
て
く
る
」
な
ど
の
懸
念
も
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。

　
研
究
会
は
報
告
書
を
各
市
町
村
に
持

ち
帰
り
、
議
会
や
住
民
に
説
明
す
る
予

定
。
い
ず
れ
の
首
長
も
合
併
は
避
け
て

通
れ
な
い
課
題
と
し
て
い
る
が
、
住
民

の
考
え
を
尊
重
し
た
い
な
ど
、
市
町
村

に
よ
っ
て
枠
組
み
や
時
期
な
ど
に
思
惑

の
違
い
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
治
維
新
館
基
本
構
想

公
園
、
萩
城
跡
の
三
か
所
で
、
今
後
、

県
と
市
で
協
議
の
う
え
決
定
さ
れ
ま

す
。

　
基
本
構
想
で
は
、
拠
点
施
設
の
名
称

を
明
治
維
新
館
（
仮
称
）
に
決
め
、
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
世
界
に
広
が
る
維

新
史
回
廊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
」
と

さ
れ
、
交
流
機
能
を
有
す
る
歴
史
資
料

館
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
３
月
に

基
本
構
想
が
ま
と
ま
り
、
14
年
度
は
10

人
程
度
の
検
討
委
員
会
を
つ
く
り
基
本

計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

阿
武
郡
７
町
村
と
萩
市
の
合
併

萩国際大学入学式

１
５
８
人
、
韓
国
人
４
人
の
合

計
１
９
９
人
。
日
本
人
の
う
ち
、

県
内
出
身
者
は
わ
ず
か
３
人
で
、

日
本
人
学
生
は
年
々
減
少
し
、

地
元
学
生
の
確
保
が
大
き
な
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
定
員
３
０
０
人
の
と
こ

ろ
、
初
年
度
の
１
５
３
人
を
除

き
２
年
度
96
人
、
３
年
度
１
３
８

人
と
過
半
数
割
れ
が
続
い
て
い

た
が
、
今
年
度
は
ど
う
に
か
過

半
数
割
れ
は
免
れ
ま
し
た
。
現

在
、
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で

の
全
学
生
数
は
日
本
人
・
留
学

生
を
含
め
て
６
５
１
人
。

　

今
年
度
全
学
年
が
揃
い
、
学

生
数
が
定
員
の
半
数
を
超
え
る

の
で
来
年
度
か
ら
は
、
文
部
科

学
省
の
助
成
の
対
象
に
な
る
見

込
み
で
す
。

大阪指月会総会
大阪弥生会館（大阪市）

４月 21日

モンゴルの民族衣装などで出席した入学生
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新
会
長
の
中
山
さ
ん



めーるぼっくす
　ネットワーク会員からのご感想、ご意見
を紹介します。
　皆さんでこのコーナーをつくりません
か？お便りお待ちしています。

　
「
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
毎
号
、
楽
し

み
に
拝
読
し
て
お
り
ま
す
。
号
を
重
ね

る
度
に
、
充
実
し
た
内
容
と
な
り
、
ま

た
連
載
記
事
も
い
ず
れ
は
一
冊
の
本
に

し
て
頂
き
た
く
な
る
よ
う
な
も
の
ば
か

り
で
す
。
私
個
人
と
し
て
は
、
樋
口
尚

樹
さ
ん
の『
幕
末
維
新
こ
ぼ
れ
話
』が
、

お
気
に
入
り
で
す
。

　
さ
て
、
２
０
０
２
年
に
私
の
所
に
来

た
年
賀
状
で
最
も
多
か
っ
た
の
が
「
20

数
年
ぶ
り
に
萩
に
行
き
た
く
な
っ
た
」

と
い
う
便
り
で
し
た
。

　
ア
ン
ノ
ン
族
を
筆
頭
に
「
萩
・

津
和
野
」
は
小
京
都
と
し
て
も

て
は
や
さ
れ
た
昭
和
50
年
頃
に

来
萩
し
た
友
人
は
、
我
が
家
だ

け
で
１
０
０
人
は
下
り
ま
せ
ん
。

あ
れ
か
ら
30
年
近
く
経
っ
て
、

何
故
今
頃
？

　

そ
れ
は
、
同
封
し
ま
し
た
青

年
コ
ミ
ッ
ク
誌
『
週
刊
モ
ー
ニ
ン
グ
』

（
講
談
社
）
２
０
０
１
№
48
・
11
月
15

日
号
を
彼
女
ら
彼
ら
が
手
に
し
て
読
ん

だ
か
ら
で
し
た
。「
ク
ッ
キ
ン
グ
・
パ

パ
」
の
作
者
、
う
え
や
ま
ち
と
氏
は
博

多
を
仕
事
場
に
活
躍
し
て
い
る
漫
画
家

で
す
。
何
度
か
萩
に
も
い
ら
し
て
い
る

ら
し
く
、
要
所
要
所
に
彼
の
ノ
ス
タ
ル

ジ
ー
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
小
学
館
、
集

英
社
と
と
も
に
講
談
社
も
漫
画
の
売
り

上
げ
と
モ
ー
ニ
ン
グ
娘
。
が
な
け
れ

ば
、
そ
の
経
営
は
成
り
立
た
な
い
時
代

で
す
。

　
長
い
手
紙
に
な
り
ま
し
た
が
、
漫
画

を
見
て
萩
を
『
再
発
見
』
し
て
く
れ
た

友
人
た
ち
が
、
今
夏
、
多
く
萩
を
訪
問

し
て
く
れ
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
報

告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
号
を
楽
し

み
に
待
っ
て
お
り
ま
す
。

（
調
布
市　
中
嶋
幹
夫
）

ほのぼの「石見ふるさとパック」
　関西・関東に在住の石見空港利用圏域の市町村出身者
の要望に応えて、「石見ふるさとパック」がリニューア
ル誕生しました。

旅行代金
大阪発着：22,400 円〜 48,400 円（１泊朝食付）
東京発着　23,200 円〜 73,600 円（１泊朝食付）
指定ホテル
益田市（万葉ホテル松露苑、三好家、荒磯館）
浜田市（浜田ニューキャッスルホテル）
萩市（萩観光ホテル）津和野町（ホテルサンルート萩）
設定期間　平成 14年７月 18日まで
※申し込みは 10日前まで、１名様から利用できます。
※４日間までの延泊（３泊４日）が可能です。（自宅・親戚・
知人宅宿泊も可）
旅行主催　全日空トラベル（株）大阪支店
発売箇所　４月から地元発売が可能になりました
大阪：全日空トラベル・大阪支店（06）6377-0810
津和野：つわのトラベル（0856）72-2256
萩：ツーリスト山口（0838）26-6412　防長トラベル
　22-1861　エヌティーエー旅行　21-0020

詳しくは全日空トラベル大阪支店へ

大
照
院・・

国
重
文
指
定
へ

　
歴
史
の
ま
ち
、
萩
市
の
誇
り
が
ま
た

一
つ
増
え
ま
す
。

　
４
月
19
日
、
国
の
重
要
文
化
財
に
大

照
院
が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
萩
市
で
は

昭
和
49
年
の
「
菊
屋
家
住
宅
」「
熊
谷

家
住
宅
」「
口
羽
家
住
宅
」
以
来
28
年

振
り
で
あ
り
、
７
件
目
22
棟
の
指
定
に

な
り
ま
す
。

　
老
朽
化
で
屋
根
や
床
の
痛
み
が
目
立

っ
て
き
て
い
た
だ
け
に
、
指
定
さ
れ
れ

ば
、
国
の
補
助
を
受
け
て
の
修
理
が
可

能
に
な
る
の
で
、
保
存
へ
の
道
が
開
け

　
石
見
空
港
利
用
拡
大
促
進
協
議
会
が

募
集
し
て
い
た
石
見
航
空
の
愛
称
が

「
萩
・
石い
わ
み見
空
港
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

愛
称
は
今
後
、
時
刻
表
や
各
種
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

　
愛
称
は
、
全
国
か
ら
２
０
１
９
件
の

応
募
が
あ
り
、
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い

る
観
光
地
・
萩
の
名
前
を
利
用
し
、
ま

た
県
境
を
越
え
た
連
帯
感
が
生
じ
る
と

い
う
理
由
か
ら
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
萩

へ
帰
省
さ
れ
る
時
に
は
ぜ
ひ
、
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

萩
・
石い

わ

見み

空
港

石
見
空
港
の
愛
称
決
定

た
と
、
関
係
者
は
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
大
照
院
は
第
２
代
萩
藩
主
の
毛
利
綱

広
が
１
６
５
６
年
ま
で
に
建
て
た
臨
済

宗
の
寺
院
。
１
７
４
７
年
の
火
災
で
焼

失
し
た
が
、
６
代
藩
主
宗
広
が
３
年
後

に
再
建
し
た
。

　
境
内
に
は
初
代
藩
主
秀
就
と
12
代
ま

で
の
偶
数
藩
主
の
墓
が
あ
り
、
墓
所
は

国
指
定
史
跡
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
指
定
さ
れ
た
の
は
、
本
堂
・
庫

裏
・
書
院
・
鏡
楼
門
・
経
蔵
の
５
棟
。

萩
の
毛
利
家
菩
提
寺

〜Re-Discover・HAGI・CITY 〜
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上あ
が
り里
剛
士
氏（
54
歳
）

（
萩
市
平
安
古
在
住
）

ア
ガ
リ
総
合
研
究
所
代
表
取
締
役

　
昨
年
12
月
に
Ｃ
Ｄ—
Ｒ
Ｏ
Ｍ
書
籍
「
Ｓ
ｉ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ　
Ｂ
ｏ
ｏ

ｋ
ｓ
」
を
出
版
し
、
注
目
さ
れ
た
萩
の
出
版
社
『
ア
ガ
リ
総
合
研

究
所　

書
籍
編
集
局
』
の
代
表
取
締
役　

上
里
剛
士
氏
（
54
歳
）

に
お
話
を
お
聞
き
し
た
。

　
昨
年
末
に
出
版
し
た
「
Ｓ
ｉ
ｅ
ｓ
ｔ

ａ　

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ　

こ
こ
ろ
を
鍛
え

る
」
は
付
属
の
Ｃ
Ｄ
で
音
楽
を
選
曲
し

な
が
ら
読
む
本
。
内
容
は
幕
末
の
人
物

連
し
て
、
西
洋
の
合
理
主
義
を
否

定
す
る
「
あ
く
せ
く
せ
ず
に
、
も

っ
と
ゆ
っ
た
り
生
活
し
ま
し
ょ

う
」
と
い
っ
た
よ
う
な
意
味
も
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
も
戦
後
の
復
興
か
ら
60

年
代
の
高
度
経
済
成
長
時
代
に

か
け
て
、『
企
業
戦
士
』
の
よ
う

な
言
葉
が
も
て
は
や
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
21

世
紀
は
、
そ
ん
な
ガ
ツ
ガ
ツ
し
た

時
代
で
は
な
く
、
も
っ
と
人
間
ら

し
く
ゆ
っ
た
り
と
生
き
て
い
く
、

ま
さ
に
シ
ェ
ス
タ
の
時
代
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

夢 追 人 夢 追 人 

　

私
自
身
も
６
年
前
に
東
京
か
ら
故

郷
・
萩
の
地
に
戻
り
ま
し
た
。
よ
く
理

由
を
聞
か
れ
る
の
で
す
が
、
や
は
り
幼

い
頃
に
阿
武
川
の
水
を
浴
び
、
北
浦
の

空
気
を
吸
っ
て
育
っ
た
人
間
な
の
で
、

自
然
と
帰
り
た
い
気
持
ち
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
萩
で
唯
一
の
出
版
コ
ー
ド
を

持
つ
出
版
社
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
27
歳
の
頃
、
最
初
の
著
書
「
頭
脳

の
鍛
え
方
」
を
出
版
。
そ
の
後
、
い
ろ

ん
な
ジ
ャ
ン
ル
で
14
冊
を
出
版
、ま
た
、

雑
誌
の
仕
事
も
多
く
、
今
ま
で
２
０
０

編
以
上
を
執
筆
し
て
き
て
い
ま
す
。
出

版
業
を
や
る
に
は
、
や
は
り
東
京
在
住

が
何
か
と
有
利
な
の
で
す
が
、
幸
い
、

あ
る
程
度
の
実
績
も
で
き
ま
し
た
し
、

業
界
に
人
脈
も
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
通
信

手
段
が
格
段
に
発
達
し
、
地
方
に
い
て

情
報
が
遅
れ
る
と
い
う
こ
と
も
無
く
な

り
ま
し
た
。
水
の
合
う
故
郷
・
萩
で
、

都
会
と
同
じ
レ
ベ
ル
以
上
の
仕
事
を
し

よ
う
と
考
え
た
訳
な
の
で
す
。

◇
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ペ
ン
ネ
ー
ム　

上
杉
俊
一
郎
。

１
９
４
８
年
生
ま
れ
。
中
学
ま
で
萩
で

育
つ
。
山
口
高
校
か
ら
早
稲
田
大
学
に

進
み
中
退
。
駿
台
予
備
学
校
本
校
講
師

を
５
年
半
務
め
、そ
の
後
執
筆
活
動
に
。

１
９
９
９
年
、（
有
）
ア
ガ
リ
総
合
研

究
所
を
設
立
。
日
本
書
籍
出
版
協
会
会

員
。

21
世
紀
は

　
　
シ
エ
ス
タ
の
時
代
？

を
素
材
に
、自
己
啓
発
を
促
し
、か
つ
、

心
を
癒
す
一
冊
で
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な

書
籍
と
し
て
好
評
を
得
、
既
に
初
版
の

２
３
０
０
部
が
完
売
し
そ
う
な
勢
い
で

す
。
Ｓ
ｉ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
（
シ
ェ
ス
タ
）
が

ラ
テ
ン
語
の
「
昼
寝
」
の
意
味
で
あ
る

こ
と
は
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
通
り
、
関

代表の上里剛士氏、書斎にて

水
の
合
う
故
郷
に

　
　
　
６
年
前
に
帰
郷

時
発
病
。
互
い
に
迫
り
来
る
死
の
影
を

見
据
え
な
が
ら
、
童
女
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
妻
と
残
さ
れ
た
日
々
を
歩
む
夫
。

闘
病
、
介
護
そ
し
て
夫
婦
愛
を
、
短
歌

と
と
も
に
綴
っ
た
４
０
０
０
日
間
の
軌

跡
。
夫
か
ら
妻
へ
贈
る
三
十
一
文
字
の

ラ
ブ
レ
タ
ー
。
こ
れ
は
現
代
の
「
智
恵

子
抄
」
で
あ
る
。

発
売
日　
４
月
24
日

定
価　
１
３
０
０
円
（
税
抜
）

出
版
社　
小
学
館

　

元
萩
市
教
育
長
で

金
谷
天
満
宮
宮
司
の

陽
信
孝
さ
ん
が
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
奥

様
と
共
に
歩
ん
だ
10

年
間
を
綴
っ
た
著
書

「
雲
流
る
」
を
、
昨
年

１
月
に
出
版
さ
れ
ま

し
た
。
自
費
出
版
な
が

ら
約
６
０
０
０
冊
が

広
く
全
国
の
方
々
に

読
ま
れ
、
続
編
の
出
版

を
要
望
す
る
声
が
大

き
く
な
り
、
つ
い
に
４

月
下
旬
「
八
重
子
の
ハ

ミ
ン
グ
」
が
発
売
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

—

が
ん
と
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
。
ま
さ
か
の
同

「八重子のハミング」
陽　信孝・・著

　
見
島
在
住
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
岩

崎
千
夏
さ
ん
が
２
０
０
０
年
３
月
か

ら
、
朝
日
新
聞
西
部
本
社
版
の
さ
ん
さ

ん
ネ
ッ
ト
と
関
東
版
の
木
曜
日
夕
刊
マ

リ
オ
ン
で
「
五
行
歌
」
の
イ
ラ
ス
ト
を

担
当
、掲
載
中
。
そ
の
五
行
歌
集
が「
木

曜
日
の
五
行
歌
」と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

ま
た
、
東
京
で
「
岩
崎
千
夏
原
画
展
」

と
し
て
絵
と
五
行
歌
の
展
覧
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

画
集　
「
木
曜
日
の
五
行
歌
」

発
売
日　
４
月
20
日

出
版
社　
東
京
堂
出
版

定
価　
１
６
０
０
円

展
示　
岩
崎
千
夏
原
画
展

と　

き　

５
月
６
日(

月)

〜
11
日(

土)と
こ
ろ　
東
京
神
田
神
保
町　
檜
画
廊

（
０
３・３
２
９
１・９
３
６
４
）

木
曜
日
の
五
行
歌　

岩
崎
千
夏
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で
　
世
界
中
に
影
響
を
与
え
た
オ
リ
エ
ン

ト
の
工
芸
技
術
に
焦
点
を
あ
て
、
紀
元

前
か
ら
13
・
14
世
紀
に
か
け
て
の
ガ
ラ

ス
器
、
金
銀
器
、
ラ
ス
タ
ー
彩
陶
器
な

ど
、「
輝
く
う
つ
わ
」
約
１
０
０
点
を

一
堂
に
展
示
。

観
覧
料　

一
般
９
０
０
円
、
学
生

７
０
０
円

平
常
展
示

●
浮
世
絵

　
清
長
・
歌
麿
・
栄
之

６
月
８
日
〜
７
月
14
日

●
東
洋
陶
磁

　
漢
代
の
名
器

６
月
８
日
〜
９
月
１
日

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　
月
曜
日

問
い
合
わ
せ　

山
口
県
立

萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

（
０
８
３
８・２
４・２
４
０
０
）

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
だ
よ
り

萩　芸術・文芸の広場

　
19
世
紀
末
に
花
開
き
、
わ
ず
か
数
十

年
で
消
え
て
い
っ
た
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ

ォ
ー
。
そ
の
優
美
な
ガ
ラ
ス
工
芸
の
名

品
を
、
定
評
あ
る
北
澤
美
術
館
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
か
ら
選
ば
れ
た
エ
ミ
ー
ル
・

ガ
レ
な
ど
約
１
４
０
点
を
紹
介
。

観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円
、
学
生

８
０
０
円

平
常
展
示

●
浮
世
絵

　
広
重
│
初
代
・
二
代
・
三
代
│

５
月
６
日
ま
で

　
源
平
の
武
者
絵５

月
８
日
〜
６
月
２
日

●
東
洋
陶
磁

　

青
磁　
　
　
　

・・・　

６
月
２
日
ま

北
澤
美
術
館
所
蔵

ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
ガ
ラ

ス
名
品
展

６
月
２
日
（
日
）
ま
で

オ
リ
エ
ン
ト
の
輝
く
う
つ
わ

ー
ガ
ラ
ス
・
金
銀
器
・
ラ
ス
タ
ー
彩
陶
器
ー

６
月
８
日
（
土
）
〜
７
日
14
日
（
日
）

県文化特別功労賞

三
輪　
休
雪・

氏

　

卓
抜
な
造
形
力
と
個
性
的

な
造
形
感
覚
で
、
因
襲
的
な

茶
陶
の
世
界
に
新
風
を
も
た

ら
し
、
83
年
に
、
重
要
無
形

文
化
財
（
人
間
国
宝
）
萩
焼

保
持
者
に
認
定
。「
鬼
萩
茶
碗
」

は
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

藻魚台花形ランプ

県無形文化財

野
坂
康
起・

氏

　

江
戸
時
代
前
期
の
萩
焼
に

見
ら
れ
た
、
鉄
分
を
多
く
含

む
赤
土
に
木
灰
を
混
ぜ
た
素

朴
な
上
薬
・
伊い

羅ら

保ぼ

釉ゆ
う
を
復

興
さ
せ
、
線
文
の
豊
か
な
装

飾
性
で
、
萩
焼
に
新
た
な
息

吹
を
吹
き
込
ん
だ
。

波
多
野
善
蔵・

氏

　

一
部
に
上
薬
を
か
け
ず
に

焼
き
上
げ
、
そ
の
部
分
を
鮮

や
か
な
赤
橙
色
に
発
色
さ
せ

る
「
緋
色
」
技
法
を
創
出
。

従
来
の
萩
焼
に
な
い
独
自
の

作
品
を
多
数
手
が
け
る
。

円形切子碗　６世紀

フランスの薔薇

柳
井
嗣
雄
の
茶
室　
「
境
界
│
関
係
の
通
路
と
し
て
」

　
現
在
、
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念

館
に
お
い
て
、
萩
市
瓦
町
出
身
で
東
京

都
国
立
市
在
住
の
現
代
美
術
家
、
柳
井

嗣つ
ぐ
お雄

さ
ん
制
作
の
茶
室
「
境
界
│
関
係

の
通
路
と
し
て
」
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
畳
の
代
わ
り
に
国
立
市
か
ら
運
ん
だ

土
、
障
子
や
襖
の
代
わ
り
に
麻
の
カ
ー

テ
ン
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
茶
室
。

　
茶
室
は
毎
年
、
一
人
の
芸
術
家
に
開

放
さ
れ
て
お
り
柳
井
さ
ん
が
６
人
目
。

来
年
２
月
ま
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

30
年
東
京
で
生
活
し
て
い
ま
す
が
、

帰
る
た
び
に
昔
の
萩
の
イ
メ
ー
ジ
が
壊

さ
れ
て
い
き
ま
す
。
時
の
流
れ
で
自
然

に
風
化
す
る
の
は
仕
方
な
い
こ
と
で
す

が
、
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
。

　

茶
室
の
内
部
は
東
京
の
生
活
圏
内
、

外
は
萩
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
同
時
に

現
在
と
過
去
と
い
う
時
間
的
な
差
異
も

暗
示
し
て
い
ま
す
。
両
者
を
隔
て
る
麻

の
カ
ー
テ
ン
は
掛
け
軸
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
ま
す
。
境
界
と
い
っ
て
も
閉
ざ
さ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
隙
間
だ
ら
け
で

空
気
や
光
が
行
っ
た
り
来
た
り
で
き
ま

す
。
両
者
の
境
界
線
を
崩
し
た
い
、
曖

昧
に
し
た
い
、
と
い
う
思
い
を
表
現
し

ま
し
た
。
茶
室
は
、
内
と
外
が
交
流
し

あ
う
優
し
い
空
間
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

制
作
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
萩
の
方
に
自

分
の
仕
事
を
見
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し

て
、
萩
と
の
関
わ
り
が
で
き
た
ら
、
お

互
い
が
交
流
で
き
る
こ
と
を
企
画
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
萩
出
身
で
外
で

活
動
し
て
い
る
者
な
ら
で
は
の
企
画
が

で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
28
年
生
ま
れ
。
瓦
町
出
身
。
萩
高

を
卒
業
後
、
東
京
の
創
形
美
術
学
校
版

画
科
に
進
学
。
紙
素
材
を
中
心
と
し
て

「
物
質
と
生
命
の
記
憶
」
を
テ
ー
マ
に
、

幅
広
い
創
作
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

東
京
都
国
立
市
在
住
。

（
山
田
）

（
堀
内
）

（
椿
東
）
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■
岡
田
裕
作
陶
展

　
萩
焼
作
家
・
岡
田
裕
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
９
日（
木
）〜
14
日（
火
）

と
こ
ろ　
札
幌
市
中
央
区　
札
幌
東
急

■
守
繁
栄
徹
・
徹　
父
子
展

　
萩
焼
作
家
・
守
繁
栄
徹
・
徹
親
子
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
23
日（
木
）〜
29
日（
水
）

と
こ
ろ　
札
幌
市　
丸
井　
今
井
百
貨

店
内
美
術
画
廊

■
波
多
野
善
蔵
還
暦
展

　
萩
焼
作
家
・
波
多
野
善
蔵
の
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
６
月
５
日（
水
）〜
10
日（
月
）

と
こ
ろ　
青
森　
松
木
屋

■
萩
光
塩
学
院
同
窓
会
関
東
支
部

　
萩
光
塩
学
院
関
東
支
部
の
同
窓
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
５
月
26
日
（
日
）
午
前
11
時

〜と
こ
ろ　
杉
並
区
高
円
寺　
メ
ル
セ
ス

会
修
道
院

■
現
代
陶
芸　
雪
月
花　
三
輪
和
彦
ほ

か
三
人
展
（
仮
）

　
萩
焼
作
家
・
三
輪
和
彦
ら
の
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
７
月
２
日（
火
）〜
７
日（
日
）

と
こ
ろ　
東
京
銀
座　
清
月
堂
画
廊

■
花
器
「
ま
ど
ろ
み
」
展

　
萩
焼
作
家
・
三
輪
龍
作
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
６
月
４
日（
火
）〜
10
日（
月
）

と
こ
ろ　
東
京
都
日
本
橋　
三
越

■
大
屋
窯
の
磁
器
展

　
萩
焼
作
家
・
浜
中
月
村
な
ど
大
屋
窯

の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
１
日（
水
）〜
７
日（
火
）

と
こ
ろ　
東
京
都
立
川
市　
高
島
屋
立

川
店　
マ
ピ
エ
ス
シ
ョ
ッ
プ

■
東
海
指
月
会
総
会

　
東
海
指
月
会
総
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

と　
き　
７
月
７
日
（
日
）
正
午
〜

と
こ
ろ　
名
古
屋
市
中
村
区　
名
鉄
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

■
「
白
き
地
の
詩
」
展

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

北
海
道

　
萩
焼
作
家
・
三
輪
和
彦
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
29
日
（
水
）
〜
６
月
４

日
（
火
）

と
こ
ろ　
名
古
屋　
松
坂
屋

■
関
西
か
ら
た
ち
会
総
会

　
か
ら
た
ち
会
関
西
支
部
の
総
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
６
月
８
日
（
土
）
午
後
６
時

〜と
こ
ろ　
大
阪
市
北
区
兎
我
野
町　
民

芸
茶
屋　
豆
狸

■
た
ち
ば
な
会
関
西
支
部
総
会

　
た
ち
ば
な
会
関
西
支
部
の
総
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
６
月
９
日
（
日
）
正
午
〜

と
こ
ろ　
大
阪
府　
吹
田
市
江
の
木
町

　
ホ
テ
ル
ダ
イ
ト
ウ

■
関
西
山
口
県
同
郷
会

　
関
西
山
口
県
同
郷
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

と　
き　
６
月
22
日
（
土
）
午
前
10
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
大
阪
市
都
島
区　
太
閣
園
３

階　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル

■
た
ち
ば
な
会
・
か
ら
た
ち
会
広
島
支

部
総
会

　
た
ち
ば
な
会
・
か
ら
た
ち
会
広
島
支

部
総
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
７
月
13
日
（
土
）
午
後
６
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
広
島
市
南
区　
ホ
テ
ル
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
広
島
21

■
波
多
野
善
蔵
還
暦
展

　
萩
焼
作
家
・
波
多
野
善
蔵
の
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
22
日（
水
）〜
28
日（
火
）

と
こ
ろ　
鳥
取
県
米
子
市　
米
子
高
島

屋■
大
屋
窯
の
磁
器
展

　
萩
焼
作
家
・
浜
中
月
村
な
ど
大
屋
窯

の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
７
月
５
日（
金
）〜
21
日（
日
）

と
こ
ろ　
島
根
県
益
田
市
西
平
原
町　

草
花
舎

■
毛
利
博
物
館
企
画
展
「
端
午
」

　
豊
臣
秀
頼
下
賜
の
童
具
足
「
朝
顔
小

具
足
」
を
中
心
と
し
た
毛
利
家
伝
統
の

「
端
午
飾
り
」
ほ
か
、
毛
利
家
に
伝
わ

る
甲
冑
・
刀
剣
な
ど
の
武
具
を
展
示
し

ま
す
。

と　
き　
６
月
２
日
（
日
）
ま
で　

と
こ
ろ　
防
府
市
多
々
良　
毛
利
博
物

館■
第
25
回
伝
統
工
芸
新
作
展

　
日
本
工
芸
会
山
口
支
部
会
員
53
名
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
６
月
７
日（
金
）〜
16
日（
日
）

ま
で　

と
こ
ろ　
山
口
県
立
美
術
館

入
場
料　
一
般
・
学
生　
３
０
０
円

■
第
25
回
伝
統
工
芸
新
作
展

　
日
本
工
芸
会
山
口
支
部
会
員
53
名
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
６
月
19
日（
水
）〜
23
日（
日
）

ま
で　

と
こ
ろ　
下
関
大
丸

入
場
料　
無
料

■
岡
野
芳
子
・
花
と
人
形
「
夢
遊
び
」

　
岡
野
芳
子
の
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
、
ア

ー
ト
盆
栽
、
創
作
人
形
、
萩
人
形
約

２
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

と　
き　
５
月
８
日（
水
）〜
12
日（
日
）

ま
で　

と
こ
ろ　
山
口
市　
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

ス
ペ
ー
ス　
赤
れ
ん
が

問
い
合
わ
せ　

岡
野
芳
子

（
０
８
３
８・２
２・３
１
７
８
）

■
ベ
ア
テ
ィ
ル
・
ペ
ア
ソ
ン
作
陶
展

　
萩
焼
作
家
・
ベ
ア
テ
ィ
ル
・
ペ
ア
ソ

ン
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
６
月
26
日
（
水
）
〜
７
月
２

日
（
火
）
ま
で　

と
こ
ろ　
下
関
大
丸
美
術
画
廊

■
萩
工
業
か
ら
た
ち
会
総
会

　
か
ら
た
ち
会
の
総
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

と　
き　
５
月
11
日
（
土
）
午
後
６
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
萩
工
業
高
校
体
育
館

■
萩
高
同
窓
会
八
八
会

　
萩
高
同
窓
会
八
八
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

東
北
地
区

関
東
地
区

関
西
地
区

北
陸
・
東
海
地
区

中
国
地
区

山
口
県
関
係

萩
市
関
係
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幕
末
維
新
・
萩
の
人
び
と
〜
」
の
続
編

と
し
て
、
新
た
に
郷
土
史
家
・
故
田
中

助
一
氏
の
未
発
表
原
稿
及
び
講
演
原
稿

の
一
部
を
ま
と
め
た
も
の
を
発
刊
。

　
遺
稿
集
続
編
は「
萩
の
郷
土
史
雑
話
」

の
副
題
で
、「
堀
内
今
昔
」「
越
ヶ
浜
風

土
記
」「
大
和
路
に
吉
田
松
陰
の
足
跡

を
た
ど
る
」「
熊
谷
家
の
ピ
ア
ノ
」
な

ど
十
二
章
か
ら
な
る
。
５
０
０
部
の
限

定
版
。

　
Ａ
５
判
、
96
ペ
ー
ジ
。

定　
価　
１
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

萩
市
郷
土
博
物
館

（
０
８
３
８・２
５・６
４
４
７
）

■
「
高
杉
晋
作
」
一
坂
太
郎
著

　
「
維
新
の
ヒ
ー
ロ
ー
」
と
、
も
て
囃

さ
れ
る
晋
作
の
内
面
に
迫
る
本
格
評

伝
。
今
ま
で
知
り
得
な
か
っ
た
、
新
し

い
高
杉
晋
作
像
が
読
め
る
。

　
新
書
判
、
２
４
０
ペ
ー
ジ
。

定　
価　
７
０
０
円
（
税
別
）

出
版
社　
文
芸
春
秋

■
「
郷
土
の
光
覚
者　
燦
々
」
田
村
幸

志
郎
著

　
県
文
化
連
盟
会
長
の
田
村
幸
志
郎
さ

ん
が
江
戸
・
明
治
時
代
の
知
ら
れ
ざ
る

学
者
や
志
士
ら
18
人
の
活
躍
を
描
い
た

も
の
。
村
田
清
風
、
山
尾
庸
二
、
山
田

顯
義
な
ど
、
多
大
な
功
績
を
残
し
な
が

ら
忘
れ
去
れ
て
い
っ
た
郷
土
人
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
Ｂ
６
判
、
３
８
３
ペ
ー
ジ
。

定　
価　
１
５
０
０
円
（
税
込
）

問
い
合
わ
せ　

田
村
幸
志
郎

（
０
８
３・９
２
４・３
３
２
０
）

■
「
戊
辰
怨
念
の
深
層
」
畑　
敬
之
助

と　
き　
８
月
８
日
（
木
）
午
後
７
時

〜と
こ
ろ　
萩
高
等
学
校
体
育
館

■
見
島
島
び
ら
き
＆
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

２
０
０
２

　
北
長
門
海
岸
国
定
公
園
の
見
島
で
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
３
日
（
祝
）
午
前
９
時

40
分
〜

と
こ
ろ　
見
島
ダ
ム
周
辺

※
雨
天
時
は
見
島
小
学
校

催
し　
見
島
味
自
慢
コ
ー
ナ
ー
、
特
産

品
即
売
、
大
凧
あ
げ
・
綱
引
き
大
会
、

も
ち
ま
き
な
ど

問
い
合
わ
せ　

見
島
観
光
協
会

（
０
８
３
８・２
３・３
３
１
１
）

■
九
州
指
月
会

　
九
州
指
月
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

と　
き　
７
月
14
日
（
日
）
正
午
〜

と
こ
ろ　
福
岡
市
中
央
区
天
神　
平
和

楼■
三
輪
休
雪
・
龍
作
・
和
彦
茶
陶
展

　
萩
焼
作
家
・
三
輪
休
雪
、
龍
作
、
和

彦
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
６
月
５
日（
水
）〜
11
日（
火
）

と
こ
ろ　
熊
本
市　
熊
本
鶴
屋

■
「
続
・
田
中
助
一
先
生
遺
稿
集
〜
萩

の
郷
土
史
雑
話
〜
」

　
萩
市
郷
土
博
物
館
が
、
昨
年
２
月
に

発
行
し
た
「
田
中
助
一
先
生
遺
稿
集
〜

萩
・
文
学
散
歩

吉
屋
信
子
「
安あ

　
た
か宅
家
の
人
々
」

　

今
回
は
、
両
親
が
萩
の
出
身
で
あ
り
、
萩
の
城
下
町
が
舞

台
に
な
っ
た
、
吉
屋
信
子
の
「
安
宅
家
の
人
々
」
で
す
。

　
吉
屋
信
子
は
新
潟
県
で
生
ま
れ
、
少

女
期
を
栃
木
県
で
過
ご
し
て
い
る
が
、

両
親
は
萩
の
出
身
。
彼
女
は
関
東
大
震

災
の
翌
年
、
大
正
13
年
の
１
月
か
ら
７

月
ま
で
の
一
時
期
、
下
関
で
暮
ら
し
て

い
る
。

　
吉
屋
信
子
と
い
う
作
家
は
今
日
さ
ほ

ど
話
題
に
の
ぼ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
大
正
５
年
か
ら
数
年
間
「
少
女
画

報
」
に
連
載
し
た
「
花
物
語
」
に
よ
っ

て
人
気
作
家
と
な
り
、「
女
の
友
情
」「
良

人
の
貞
操
」
な
ど
で
婦
人
層
か
ら
絶
大

な
支
持
を
得
て
、昭
和
27
年
に
「
鬼
火
」

で
日
本
女
流
文
学
賞
、
晩
年
に
「
徳
川

の
夫
人
た
ち
」「
女
人
平
家
」
等
の
歴

史
小
説
を
残
す
な
ど
、
終
始
女
性
の
立

場
に
立
っ
た
作
品
を
発
表
し
つ
づ
け
ま

し
た
。
昭
和
48
年
没
。

　
「
安
宅
家
の
人
々
」
は
昭
和
28
年
８

月
か
ら
毎
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
無
垢
な
魂
を
持
つ
知
的
障
害
者
の
夫

を
健
気
に
支
え
、
ひ
と
り
で
養
豚
場
経

営
に
汗
を
流
す
妻
。
安
宅
家
の
平
穏
な

生
活
は
、
事
業
に
失
敗
し
て
転
が
り
込

ん
だ
夫
の
弟
夫
婦
に
よ
っ
て
破
ら
れ

る
。
軽
薄
才
子
の
彼
は
、
ひ
そ
か
に
財

産
を
狙
い
兄
を
そ
そ
の
か
す
。さ
ら
に
、

優
し
く
清
純
な
義
妹
に
、
夫
が
ほ
の
か

な
恋
心
を
抱
い
て
い
る
と
知
っ
た
妻
の

驚
愕
と
苦
悩
。
二
人
の
女
性
の
愛
を
め

ぐ
る
葛
藤
。
純
粋
さ
ゆ
え
に
傷
つ
け
あ

わ
ざ
る
を
え
な
い
男
女
の
姿
を
通
し
て

幸
せ
の
意
味
を
問
い
か
け
る
。

　
一
方
、
傷
心
を
癒
そ
う
と
父
の
住
む

萩
を
訪
れ
た
娘
を
い
た
わ
る
父
親
の
心

配
り
が
、
萩
の
城
下
町
や
秋
芳
洞
を
舞

台
に
語
ら
れ
、二
人
の
女
性
が
和
解
し
、

助
け
合
っ
て
生
き
よ
う
と
す
る
結
末
と

共
に
清
々
し
い
感
動
を
呼
び
ま
す
。

　
ま
た
、
知
的
障
害
者
を
正
面
か
ら
取

り
上
げ
た
作
品
と
し
て
も
極
め
て
早
い

時
期
の
も
の
で
そ
の
点
で
も
意
義
深
い

作
品
で
す
。

　
作
品
の
舞
台
と
な
っ
た
萩
城
下
に
つ

い
て
は
「
萩
に
多
い
も
の
は
夏
蜜
柑
の

樹
の
ほ
か
に
、
明
治
維
新
の
偉
人
の
旧

宅
と
寺
院
で
あ
る
」と
語
ら
れ
て
い
る
。

著
　
会
津
の
人
々
の
潜
在
的
感
情
と
し
て

の
長
州
へ
の
怨
念
を
史
料
か
ら
検
証

し
、
会
津
と
萩
の
建
設
的
な
明
る
い
未

来
の
た
め
に
「
怨
念
」
を
と
き
ひ
ら
い

て
い
る
。

　
１
９
２
ペ
ー
ジ
。

定　
価　
１
２
０
０
円
（
税
別
）

出
版
社　

歴
史
春
秋
出
版
株
式
会
社

（
０
２
４
２・２
６・６
５
６
７
）

■
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総

合
テ
レ
ビ
）

　
萩
市
制
70
周
年
記
念
行
事
の
ひ
と
つ

で
、
５
月
19
日
萩
市
民
館
で
行
わ
れ
る

公
開
録
画
の
放
送
。

放
映
予
定
日　
６
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
後
０
時
15
分
〜
１
時

■
「
素
敵
な
宇
宙
船
地
球
号
」
ア
ク
ア

ポ
ニ
ッ
ク
ス　
〜
魚
と
野
菜
を
一
緒
に

育
て
る
〜
（
仮
題
）（
テ
レ
ビ
朝
日
）

　
萩
市
出
身
の
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
演
出
家
の
門も

ん
で
ん田

修
さ
ん
が
演
出

さ
れ
た
作
品
で
す
。

放
映
予
定
日　
５
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
11
時
〜

■
「
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
21
」
萩
往
還
の
春

（
山
口
放
送
）

　
萩
焼
の
若
手
作
家
、
地
ビ
ー
ル
「
ち

ょ
ん
ま
げ
」に
情
熱
を
傾
け
る
人
た
ち
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
に
取
り
組
む
若
者

た
ち
、そ
れ
ぞ
れ
の
夢
と
活
動
を
追
う
。

放
映
日　
５
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
10
時
30
分

出
版
情
報

テ
レ
ビ
情
報

九
州
地
区

　
　
「
萩
に
多
い
も
の
は
夏
蜜
柑
の
樹
の
ほ
か
に
、

　
　
　
　
　
　
　
明
治
維
新
の
偉
人
の
旧
宅
と
寺
院
で
あ
る
」
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中
嶋
治じ
へ
い平

は
、
文
政
６
年
（
１
８
２
３
）
萩
藩
の
朝
鮮
通つ
う
じ詞

中
嶋
三
郎
右
衛
門
正
貞
の
長
男
と
し
て
萩
城
下
浜
崎
新
町
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
治
平
34
歳
の
安
政
３
年
（
１
８
５
６
）
父
三
郎

右
衛
門
の
勧
め
に
よ
っ
て
藩
の
許
可
を
得
て
、
語
学
・
洋
学
を

修
得
す
る
た
め
、
長
崎
に
遊
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
長
崎
遊
学
の
意
思
決
定
は
、
嘉
永
６
年
（
１
８
５
３
）
ア
メ

リ
カ
艦
隊
の
浦
賀
来
航
が
契
機
と
な
っ
て
い
ま
す
。
治
平
父
子

は
、
一
朝
鮮
通
詞
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
西
洋

に
対
す
る
見
聞
を
深
め
、
西
洋
の
学
問
を
究
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
の
で
し
た
。

　
長
崎
で
は
、
治
平
は
朝
鮮
語
を
対
馬
藩
の
朝
鮮
通
詞
中
村
喜

一
郎
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
大だ
い
つ
う
じ

通
詞
名な
む
ら村

八
右
衛
門
に
師
事
し
修
め

ま
し
た
。
ま
た
、
分
析
術
（
理
化
学
）
を
長
崎
海
軍
伝
習
所
の

オ
ラ
ン
ダ
医
官
ポ
ン
ペ
、
製
鉄
を
長
崎
製
鉄
所
の
主
任
技
師
ハ

ル
デ
ス
か
ら
学
び
ま
し
た
。
長
崎
製
鉄
所
は
、
長
崎
出
島
の
対

岸
飽あ
く
の
う
ら
ノ
浦
に
安
政
４
年
起
工
さ
れ
、
治
平
の
長
崎
滞
在
中
は
ち

ょ
う
ど
建
設
の
最
中
で
し
た
。
治
平
に
と
っ
て
、
建
設
中
の
製

復
攻
撃
に
よ
っ
て
、
関
門
海
峡
に
沈
没
し
た
壬
じ
ん
じ
ゅ
つ
ま
る

戌
丸
の
引
き
揚

げ
に
成
功
し
た
際
に
、
同
艦
の
蒸
気
機
関
の
破
損
が
甚
だ
し
い
の

で
、
こ
れ
を
製
鉄
局
の
練
鉄
用
の
機
械
に
つ
く
り
替
え
る
よ
う
に

建
言
し
ま
し
た
。
と
同
時
に
銅
製
砲
の
鋳
造
は
費
用
が
か
か
る
の

で
、
鉄
製
砲
と
す
べ
き
こ
と
も
上
申
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

治
平
は
事
あ
る
ご
と
に
製
鉄
局
開
設
を
藩
に
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　

元げ
ん
じ治
元
年
（
１
８
６
４
）
１
月
、
執
拗
な
ま
で
の
提
言
が
実
っ

て
、
治
平
は
「
製
鉄
場
御
用
掛
」
を
命
ぜ
ら
れ
、
防
長
両
国
の
鉄

石
等
を
調
査
す
る
た
め
、
北
條
源
蔵
と
村
田
蔵
六
（
大
村
益
次
郎
）

を
伴
っ
て
、
阿
武
・
佐
波
・
玖
珂
・
都
濃
・
吉
敷
各
郡
に
出
張
し
、

製
鉄
局
開
設
に
向
け
て
の
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
し

た
。
こ
の
年
５
月
、
治
平
念
願
の
製
鉄
局
は
「
亀
ケ
瀬
製
鉄
場
」

と
し
て
、
萩
城
下
近
郊
の
川
上
村
の
阿
武
川
畔
に
開
設
が
命
ぜ
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
製
鉄
場
は
史
料
の
制
約
か
ら
そ
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
跡
地
は
セ
ン
メ

ト
工
場
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
遺
構
も
確
認
で
き
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
た
だ
、
中
嶋
家
に
は
製
鉄
場
の
高
炉
な
ど
の
建
造
に
使

用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
煉
瓦
片
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
治

平
の
自
筆
で
、
煉
瓦
の
長
さ
・
幅
・
厚
さ
の
寸
法
と
と
も
に
、「
奈

古
天
神
山
堪
火
石
」
と
墨
書
き
さ
れ
、
製
鉄
局
設
立
に
賭
け
た
治

平
の
思
い
を
今
に
伝
え
る
唯
一
の
遺
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

萩
市
郷
土
博
物
館　
樋
口
尚
樹

鉄
所
を
実
際
に
見
聞
で
き
た
の
は
、
理
論
だ
け
で
な
く
、
具
体
的

に
製
鉄
所
建
設
の
工
程
や
技
術
を
修
得
す
る
上
で
、
大
い
に
役
立

っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
治
平
は
、
ハ
ル
デ
ス
の
著
作
「
製
鉄

法
略
解
」
を
借
用
し
、「
製
鉄
局
略
稿
」
と
い
う
名
称
で
翻
訳
し
ま

し
た
。
こ
の
翻
訳
書
は
、
加
筆
や
訂
正
箇
所
が
多
く
見
ら
れ
、
専

門
用
語
が
頻
出
す
る
原
書
の
翻
訳
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
ま
す
。「
製
鉄
局
略
稿
」
は
、
安
政
６
年
治
平
が
長
崎
か

ら
帰
国
後
、
す
ぐ
に
藩
に
提
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
治
平
は
製
鉄

局
開
設
の
必
要
性
を
藩
に
建
白
し
ま
し
た
。

　
建
白
書
の
中
で
治
平
は
、
永
久
に
破
砕
し
な
い
鉄
製
品
を
製
造

す
る
に
は
、
ま
ず
高
炉
を
築
造
し
、
鉄
鉱
石
の
不
純
物
を
取
り
除

き
純
鉄
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
純
鉄
を
再
度
溶
解
し
、
鉄

製
砲
や
蒸
気
機
械
、
鍋
釜
な
ど
の
日
常
品
ま
で
も
製
造
す
べ
き
だ

と
提
言
し
ま
し
た
。
翌
年
に
も
、
治
平
は
高
炉
で
溶
解
し
た
純
鉄

で
も
っ
て
西
洋
式
小
銃
を
製
造
し
、
他
国
へ
も
販
売
す
れ
ば
利
益

を
も
た
ら
す
と
、
製
鉄
局
設
立
の
必
要
性
を
２
度
に
わ
た
っ
て
藩

に
建
言
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
治
平
は
製
鉄
局
に
お
い
て

軍
需
品
か
ら
生
活
用
品
に
至
る
ま
で
の
製
造
を
視
野
に
入
れ
、
そ

の
生
産
は
藩
の
利
益
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
た
の
で
し
た
。

　
文
久
２
年
（
１
８
６
２
）
１
月
、
治
平
は
朝
鮮
通
詞
の
業
務
で

父
と
と
も
に
、
先さ
き
お
お
つ
さ
い
ば
ん

大
津
宰
判
大
浦
（
現
在
、
大
津
郡
油
谷
町
）
へ

出
張
し
た
際
に
、
付
近
の
山
野
を
探
索
し
、
掛か
け
ぶ
ち淵
か
ら
大
浦
ま
で

の
12
㎞
の
連
山
が
こ
と
ご
と
く
鉄
鉱
石
で
あ
る
こ
と
を
藩
に
報
告

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
翌
文
久
３
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
艦
の
報

　婦人誌「家庭画報」の市内ロケ
のため、世界的なバッグのブラン
ドであるルイ・ヴィトンの５代目
オーナーであるパトリック・ルイ・
ヴィトン氏と服飾評論家大内順子
氏が４月 11 日〜 13 日にかけて
来萩されました。
　萩では三輪龍作氏のアトリエ、
菊屋横町、菊屋家、ギャラリー彩
陶庵、堀内鍵曲などで撮影が行わ
れました。
　ルイ・ヴィトン氏は笠山から見
た海を「ノルマンディのようだ」
と、とても感激されていました。
　萩関連記事は「家庭画報」の７
月号（６月１日発売）に掲載され
る予定。

Ｔｏｐｉｃｓ

幕
末
の
科
学
者
中
嶋
治
平
（
10
）

「製鉄局略稿」に描かれた高炉図

製
鉄
と
中
嶋
治
平

ルイ・ヴィトン氏来萩
LOUIS・・VUITTON

幕末・維新こぼれ話

162002年 5月（第 45号）
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